
コミューン重義ナロ」輯輪
（肘〕人前とは何か？

＿し尿の内セクト

ナ叶ドニキヾ人民の中へ」とは・価も奇砂雇い軍規「で凡才マエたちは今

まで何処lこいたのT三？」そうでう　ー中に、と言うからi二は・外－こいたわりですo L外

し、日本といつビラミット体剛を、ドロップアウトしモ以上∴私乍らは人民の上にいたわ

りて唾。言祝。勿粉人民I二千一葉あざせんあるいな又・人民で栗は「中心が

争元I二遍たし、その日同体無限のヨコ輔」で百から、前後左石1この二面ナでもあり古せ
ん。トで一㌔斜め横祈り（二・一・・」と言う前－こ、そも人民と蘭胴乱ようか？

この得体知性ぬ巨大鴫何機吼キラ屋の如き偉人・聖者たちから溺れi教練出て

采丘に引関らず：禾亮i諸棟鵬こと廉く、軸凌化のたうち回り、いつの時高にも拝

殿され㍉弾圧さ外、差別されて奈に黒部大葬、この巨大厭犠牲の上に・種カのCoラミ、ソ

トは営々とし1㌧今日に至っているのでうe

書痛の唆きだきり
人は、自らの鞠通してしか－弛めません言肌I非ビン五度理です徒ウマ高

時の香南、即ちビラミ、γドの重たと、一議底過で支えている人民こそか甘栗の歪揮日

勤「畜生！重た両班か応うんか！」といな寄合主体iこ成り得るのでち・

自然が∴生態系ネットワークから分申され・人工鋤刀ニズムに組込まれる二と（こよっ

で、不自然古妻賃するようIこ、人民も種級（カースト）伯薄耳に組込ま鵬と・昨日の友

そアウトカーストとして令的・券軋することにかてヾ非人戻言一二印まう。「あくもさ

背信と穿別によ　告引見全・」二勅く・鼓餅唸Iこ組込ま腫厭市民そうIレの種でか

このプチブル毛ラ両線合う課された離乳ま印おや如、らは、軍令の火のデーま上か）

ません∴近在が人民世界号震い言疎外の危勧准弟かう自戒電載‘こきて尽ん「摘証・

最も放しい苦痛と不牽糠乗った人民たち∴即吟ロンや重合でiT主役し寝じ鵬的岩にうむ

余日でば組織労相看、サラリーマン確誇良という‘、中岡嘩政局ヾ∴こ組込まれた上に、マイホ
ーム、マイカーの洗脳正よって、菌根江川てしまいましたe例油多少ありましょう

が、彼らIふ「団会議淳萱を爆破して・皇居に火と放つ」など、という堂徳と・訳して楽し手

嶋いでしょう言硝輪∴艮乱暴功おと来して盟の噂高圧助こ、イ買上I乱かやる気のか彼

らのストを卸寛は　V＼

国民の90％I乏「自分は中庄略綬である。13とという釣寛も才をてい篠力名の魔力

物杖郎恥，訳し直のです。印こしう齢軸民主々秘どといナ茂吉ミーハ‾政策・
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き条理として固定化してしま‾自宅のですから。テレビのあき座完から、ピア／のみあま姑

へ、一億総ミーハー略綬です。そのため．ろくすっぽ東におうもいアウトカースト帽i、筆

如舌端からコヘリ、教員以下Ci〕I）捨て、、iこされること十二重圧）aLに。かくてノ「疋一事、一プロ

レタリア寄合当時“前近代的存花、であった∴百般、漁師、土方　日雇い浮浪看．′じ弁

晴書名　諦活民、少数民放はこの社会iこ、新しい“苦肩の咳さにま）、と伴ったのそう。

人民の目覚め
壷層的羞恥構造粒会の中の・どこから奉命の火のデーa上がるか？吻綺・最を即電報と

階級か引き払出し吾アウトカーストからです。ここうで支配魚座也の分町の上にのみ球

止しますo従って昂在辺メ民たちiお良だ力、って　一夜も団給（こ成巧したことが無いのです。

鴫せ1ふっ、団結するためにi専「自余i5、人民てあ3」という、主体的色覚か′近事「こかうでう。

人民の由寛一ユ笥反差別の苫軋iニよ，てもたら丁乱さず・ところ0、毒年　町町　新し個

的（：若布を耐えしのび　忍ぶために鈍くおり、無気力、棄自営Iこなり、寸ヌ鞠良性iこもって

い3莱篠では、国簿Iユ不可能てす

み朱色田　平等てある自戒に目覚めること「希いしゃも画、、この野郎、オしだって人

面だそッ！」と、柱かヾ叫ん雨季、耐えぬいて少々おかしくなっていた庭中が、ハツと我

にかえり「そう篇ッ！」というこたまを返えし、その　手きき尺巨大寄寓昂と務・毯すること

lこよって、人民甑線i諦ク戒ぐれるのす可言きんの一握ソのすレジョアと、90γ。のフナナ

Iレ？の重圧に耐え扱いてい3品厄里人戻たちが、いつきでも敵って工人Si専串：あー）ません．

抑厄梱りゆり　だ繕、加熟され訪室に爆捲ia不可避とおり、その陸将腺発く事理鎖瓦宛i二よ

って眼科憶とぶち破る小龍U二、良に人民にうんこする急け∵非国民、たうざまを得もくも

りうず。国か－う表彰されて喜んでの3連中i己非人氏∴裏切り肴と蘭刺はべ車‘う。

ところて∵執刀看（こよる階級斗今が．甲同居の増大Iこ伴う散会馴民主々義によって、革

命・I二までI専決してをうも、、現存日東捻くるもつと別の形態と‡詳しかありません．

公雷
ピラミッドの重たlキそれ自体の歪みiこよって、地域的（こも、個人的iこもノ格差があ・）ま

す。ある地射ち他の地裁よりい，そう搾取．差別されてあり、ある嬬神Iaミーハーたちの

符儀を綻する苦悩と映れわれIT専一）までん．この不条理か、新しい襲命、モ用意しました．印

亨、i公害．という近代窪案かもとらち新種の苦碑か、起爆副と屯って、反権力斗争廟韓

住卑しへ）レての離反斗享に亘って、破産細士民による相姦“斗筆か、主役を演するここには

丁にのです。、戦後侯主々義くび、末だ「こ普及してし小暗し目前近41的辺境吉こな逆転

のエネルギーは潜んでいるので弓。公害げろまきの‘日本列島改適齢．iそか、その蝕は

となりました。
’公宅向顕さへ無すれ－ま・－」′足の趨勢に流されて、眠るか如く大自然の同量一二；曳し
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仁であろう退寮は、ある…5平鴫たヾの市民て余ったてあろう人々，。∴吏然、、人民の

自覚の、の、起こったのてす。このコンピューター菖理からの‘辺境音扮言そ八、分確独

立革命の琵火夷てす。

とこうで、坪頭からの拝顔によって戎亘している蚊域なさ地域部もこの公営うち碧の

療育去リiこぼ、意外でここ一二革命の火のテは上う寄小のです。きっど権力の根軸、らの

寄棚によっ1、苦痛小床宴しているのてしよう。今のここう後衛基地での反乱一㌔－ず

うっと差B席昧　眠－）込まされて奈た任、七課圭の自覚のと語遍を名手っし小黒いようてう。

抽像といつ鼠に璃柵てい3男性より・具体的・姉卸本性揃えて、いるt回生の方か

よ－）鈍く魚種を予知して「チ榛たちの食物一事　自分ら加今晩、選択で執事おうもい」と‘ノ

ラ自助、な∴更i二「自分ら中主産確保するしか青い」との、衰滅にまで踏み切る可約生

巾、あるからてす．彼わらこそ（よ“部会内迎晩。てあるスラム街や、被差別軸碧の人民と共

に、麦に3べき食塩′くニッ7時Iニーar画調組子畑に．1，という反乱を遼こす与野が

悌でしょう。「居手う日華底「三、殻のIじ韓紅い　のTこn＼う」という、ナェ．ゲバラの

手ッセージと　郡市ゲリラ画す忘れ壬か）ませら

（示）地域社会
地域色舘

中央集権と堪攻社会とのr剛桑一己主人と奴隷の“自利振子塾言であソ、収録にちと師表

Iこ、吾東上前審、村と相島と島－ネ分断され・曹理されて未ました。奴隷か国籍すれ一般乱

ており・地底か国籍すれば一班です。公雪「古噂がもたらしrJ御本的言海沖的苦が実宿し

合うここによって、反公害斗毎は各肥iこ強力な反権力集団を諦臥しました。それiT末日。

合法光軸と票読みiこ附す暮れる旧だ習路線を“晴雄連れのアナクロ、にしてしまう薬の、

新しい李禽獣統一こ急進化しっゝあります。その折らし丁一事、イ批一壇蘭娯斗言か決して
ヾ暗算する中央、i持たす斗号踊泉そのものが言出だと二輪買、の戦いと通して、自動

廟人民の甲から撃ち鉦れて行くという言放恵しげリラ性にありまう∴この圭傍的多

規約・在加とってこの上もなし、脅威です。

とこ∴うで、金印氏正させられ1宗吾神域社会を、連動させる（こ他．尋常∵地域色我、の確

立は・マスソサエティの種強と理翰（こ毒されてしま，た新市住民（こ一己不輔とです。なぜな

ら、マスソサエティとi頭精巧軌とでか）・個性と多様性の沃穀であり、土着他の死です

「諸々一明在の捕うな過去一二於て産胆…末たの乱という共布厳格、鶴と

怨念のこもった地境泊和事、現今てI逆心域（こし小暗，ていまでしそ小J掴覚めの一

時、逆老親でナショナリズムのような「大聖Tlレンシズム、の苗穂を採ることかあ，てら

いざ起ち上っ1人民戦線増減せけ「自己の晴殊粗なり樺性との人民戦線の刀である」

こと与信って、自己中Ie性輔常夜するでしょう。
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規格毎一化を免れているが枚に、管理支配1本別の半端看てあ3アウトカーストにつ、半

端呼域てある破勧」社会一事、各々、特殊異常味ことに給で平等鴫のそろ。目覚めの瑳雇の

差iま、蒔田の脊でかて　質的も差で～よありませ五三里壕が革命の最高学府と言直鴫

のほ、あそこの人民か、うま工人とi古刀、月日二日が覚のtO、らです。

辺境地域社会
弟和文毎と放つたらかし政藁、過疎先験畑こ加えられに日本列島改造公営大資本の侵略

によって　辺境呼艇丸吟や信組暁吋薄黒何体そ帯直され　滅亡の危機に沸して、ハき子ら

さ　てて　ささ漬か」ろくなチ当ても受けず、飢え苦し′してい3嘉に　毒ケンづと盛るよ

う雨追いは打ちですか、これこそ権利こよる人口調整だと知るべきです

世界の栢刊基盤てあり　食違生産呼てあゾ、文化の創追憶脆てある“民権の弼恥が．

現高の歪みと、苦痛の吹きryま㌧圧な、ているので可。このゼ洞畠の苦しみこそIま、如し小

事余の碑婦の苦しみ以外の何ものてしみソません。

資本と公害の停船一己長年I和されて乗出、一滴一二風穴と明け、∴鴬洋、紳本し、近親増

恵と種和文軍が堰きじカリ㌧貸即し、反対派～の図式遼）、勘二五短小たつのべクトILp電

線する的埠と化しまLrこ。一かみ鬼カビラミットの中l二組込まれよっとする上早急向、他

方一事底辺の中二より応か市人民の団箱を東のようとする拡大志向です。ヒ、、ちらも刀の迫末

ですが、一方1年虚言′＼、他方）よ東征へと趣きます。そのことlま、一定の辺．尭社会の中へ，

ヨソ売、例え1ゴ“ヒツCoへのような、新種のアウト刀一ストを吸入することによ→？、

明楓三反応、証明されます。即ち、上昇春日居↓えごの新参寿と拒絶、養親することによ，

7、み上に対して‘ハイ、ハイiどちょうだい言の討手上げをすうのiこ印して、拡大志向

着け「理解よりも信愛．という人員の倫理こよって、新参者を戦線（こ招くのです。

輸血の痙攣一二もイ以王この浪花と約本王通して、被差別堪境に軍令の火は、着々と準備さ

れて行くのです。それうをを回す3将粗的自怒からの、発無慮ヴァイウレーシiンに鼓舞

と申し鴨から。

食誼危機
騰貫の決めチほ食い物です。「死膳（白黒）Iユ食えもい。という、石如企稟請教促進派

の血看板かあ・）よした。畠紅し刀、食ったことの軽い連中の言い草てす

さで、天授裳硬による世界的金澤免職かやって末rこうこうなるでしょう？た和事／く＝

ツワ、泰か呆離痛めと　都市生活売子こ引瑠かこと、金とコネを頼りに村落社会へと

押しかlTて行くでしょう。ここうが魂柱、日本のほとんどの製材、漢和こ一事、自余する食

糧すら無いのてず。井一次産棄てIよ、食え噂いようにしてあるのです．

ここ∵うで、こうした状兄の中7－　もレ食塩の自給自足か生えてい3埋或社会があったら

どうするてしょうが？都市空港着に、、兜するIニ札程度の／蝕む依盤して、包らし飢死
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するでしょうが？長年差別されて表裏国内植民地、辺境　椿姫、陸島のあちこちて・ノ積

もる怨みと鳴らすベC、日本株聡紅毛“地域丸ごとドロッ79アウト　して、分確独立を

垣毒し、自らの食いぶちを自治壱理しようこする連動か起ったうどフ鴨きてしよう。了や

猿のここと思え一事∴武力坑筆も辞ご屯いて、しよう。

香合にはこのよう五㌧天の剃、地の利、わ、化享はことを十分一二計専一ニ入時（ヾ人の和、

即ち、与震央剛本作り加療反亮一レートまでの、／食軽の壌玖白寿と宴接し1行小腹iまに主）よ

せん．あと十年、ニ丁寧、座すチャンス、即ち食糧亮斌一㌔禿る言上∴その日言霊LIこ、／再高三弓

は含何高鳥すべきかをしっと貴会用ころを、行動しら↓ブルふなIノまじル・∴D諭∴権、カlこよ

る人口調整作甑の一つであ3◆公営倭登、からり、日常茶飯の自衛も患って一事なりません。

刀痕局

人民による葦ノ合、それ工事会生類が生き残れるひどう刀、の賭し†です。権力と一事‘死の強恥

へ向かうべワト）レです。「種乃看宜男か死んでしまうよう鴫・そん鴫島尾も戦争とやる－よ

すかない」と．言うのか．お目ぬたい常甑です。だかせの中二は「自分の死か避けられ重い

の鴫ナノ全て毛並っ時こしたい」と思ってい邦文が沢山いるのです．否、あらゆる．ぐ吋の

内新座舌、この生々しい現実也雑逃かれて、ヾ絶対の秩序。漸う、死航平‘を夢見る浪

唾が多少Iaあるのてす。

種．力桜とは、和良鴨鍋己と絶対化しそ、全てと支配し、せ栗と虚構の中＼珂印し、晴と

止めてしま－たいという兄の願望、ネクロフエリヤーこよって支えらmJtエコ‘、の殖服てお

それは生成勧とし　巌詑司る人戻せ界のネガティーウてあi）、棋聖の勤　言渡のノ畦牝です．

いつの繭やこも虚け者の知己紋は、地上の／全て、てあって、、より多くの玉谷、2I不あー）

ません。要端看、案戻椋などの“管理不可紅宜酔余1本　それ甘）の理由をつ一丁て、茶恵

絶滅させ毛か、知己は容易、かつ亮塵も集序か組丘てら乱さず。ナ）レンシズムが系根を

煽動し、国家主義が∵肉体と生命の疎貌上を要せさせ、種加工自らそへ純租こして高貴磨

るもの、tいう自己催眠にか7、アウトカーストそ“雑種にして接しラもの．iこデッケ上

げ、その種戒を企むのです。

石麺と椋多聞を物質という兜で坦職工えlしキーの鮮放iこよる環境う譲広域含iニ勝るとも

劣らないIまとアウトカーストの大童破獄を塩島Iこしました。巨大CT3、第治核燃料

高年即理工現場と刀、、コンピューター蜂理の行き届か互い遊鬼堪頑に拘れ生らのぽこのたの

です。平和尾桑のみのfIこ行使されるこの滴かれ暴生け　知日の内奥に潜む親的

咤岡、理知の照明の届かもし、意職の奥底i二村する、、／、一一γとすi恕僻によって愈車と小一T

ら肌、冥界の塵エア′レトニウムのえ冷ま旧己を渇望するのです。

日の丸、君が代一夫垂心宅のヾ兄の　教子∵よって頂裁てγしている、日本帝国札も又

すレトこすム‘こよるぜ界猛覇を公人てい3こと工腫腫小　す。鎖国という老い鮒蜜忠一ニよ

って狂った良枝の‘死と絶対、への渇望です．
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とこうZ∴食程危称薄命既線しことって言、チャンス、てあるようI二・雇n秀美Iこしチャ

ンス鴫のです。禽揖名機を⊂葵（こ、日常勧咽び、アジヤ武力侵略モ企む乱‘ふうo L

かレアシャ人民I舌、この80字で鍛え上りう直言強くみつひますo原子力討幕と停めも

JP在り、こても腕白けありません。そつも3ヒ国内種尿姫の分権独立は、国外値取運を破

滅に追いや3ここに助かれまじん。示して種ノ男恥入看碑と接為す3ことだって盆看る

ので了。「せ療剛名寄命。そこまでや豹主民靖の急戦と鳥の、過敏を鎖j巳しも｛7時で

翼の勝え小五あリ3せんo

（椙）コミューン
逸代的色物

みたア＝菖1苦痛の吹き「三雲生の中i二潜たしてし、ま神聖も工かしキーの存柱を弓きじ心か

らも、人民の“魚島伸二の中へ飛込むたヶ月ニー葛、屈申し巨細iIIぎっちり汲講至一瓶よか）ま

せんでLTこ。それしな丸たらが「近代、にJ一，1、沌無界の窯居住、かウ分所　yL、1回人主

義の極右．∴二．自我を同じ込めう咋て菜たかりで弓。

脅在主姦市民をラILの欺瞞の温床で積載一群屈し1禿た丸にらのいわゆる、、近イ碕魯魚

と1㌔状況」二知己上れ　疎外つれ　分断されて束た㌧せ薄霞，∴‘人生観上であり、’色分

け月並奇の人印十を鴫の，と工人うつシフ。レックス（∴よ170原宿性，i競い合い有哩人の

服1こよって自己と組めすらといつ、本条の浮を巴尖ってしまった箇我のことで可。

近代天聴近代珪素、近川社会、近代食唾主義、二のヽ互イ工という死」二を3丸亀萌を

乏服し鴨中計）、創部握未iユありません．縫って私たちが、飼うの内も3通水、耐雪日

当国人を為さも諺乏し、新しい人印刷優、新しいや集団主義、∴、宴除ら小二創造して行い

粛い限り、寄合けありなおのれ一丁です・

私たち小鬼の軍令主体となまたの一二（専有ねi）も幼＼私たち（綱の脚本と凄茸かI蘭李

であり、そγLtにしてしユえ斧のヴィジ3ン鴨とありえ書せん・新しいクィアの人側I÷よ3

新しいラ47スタイルの孫弦、和・しい等余と1ふその，以外－こ　あありき　ん）。Baしっかひ吟

正吉為や　改段至急は　毎食通うせ、プ′レ」ニ巾ム如己と鵜一二万3だ（†です・“あな

たの自我か　ヾ白人的ももの，I二五百門生での串良I）、／く＼頂に未森一班し、」のですo

脱体制的自紡
私にらは日本というビラミット確机を、自主的l二脱↓†出た肴です。ドロッ7°アウトと、ノ

ラのけ　浮に学友や鹿場を捨て、紳脚や壕を胡乱紀綱といった現濠面の率乱丁でTふく・

地縁血縁や、義理ん情の如しからも自己も醇放邦という、IC理的古画イかまの請孔て・

↓あります。一座当乱i二放して外電こと1ニよって、再喪の大円同条を求めるので了。
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この晴　傍訓のまやかしと差別の何てあ3小を、角をもって和らぐ紅さ司。そ。て私た

ち一事・日本の茨（こ対す3長治看、アウトローであi）・国家聖和和二死）的、う異邦人てあ

り、色代文明の中にかて蜂義人てあらこと彊枝するのです。原論布教か「私家名画
‾ストから解放て鴫」ように・赤白にうb r錆色を断金し　一t刀の差別と認めもい．こと

（こよって、天皇知国技の社会的をラ′レ、文化的低能ライフスタイ′しがち美学－。至jrまで

原則的事自由職人凧です。

ミラし仁子T只の虐めてしか印　象S∴こ印す　謀反鹿追の篠栗、充た巧i尊「朗即事

的日の和叛く」式の碩姦し章・蒸せ人となり‘‘ヒッピーく73と、とレう可笑しもレツテ

IレをJ無きしに華、・毎号3－こ最底辺の人々の香を彷縫う、サイコ。も脆加テリトリーも

晴r畝一匹狼として・大義I二号チ・食′二輪‘†た雄漸くアウ巾－、新しいアンアツケやブ

′レI二裁ったので巧．

とこうで私たち一事個Iこ徹し個の垂神岡え和樹＝連中か、再びアのテヾッ7秒権威

主義やイ地主議事陥り　新しい膝ノ胸筋しなを小人ま、、個人宅義一マイ木－ム主義の

綿新二理渡してしまった奉喪を米山見ています∴“個の重み．2回覗雀。た肩南下する

1祐一i内市民の、編悔し羨望に満ちた悪意でもめりまう。

徒党を組む
アナーキィ粛個てある臥）・充会I汚すその碑穣潰しi∴和上ゝリ・宣抽世、の則二重

シー黒番形骸化してしまうでしょう。低値がカと洛酌3のけ　既成社会に吋茨で3如し

し、集団と布概して・その中の、、耐え鋤国として、碑駒3時印です．新しい集団緬ク

球‘否・ドロッ7。ァウトと同車奇行的I嘩碕エペ窮子宮、額面頓印卒が理駕と探求し、

反くるむの燈を勧試して行ごみ百．

えだうー不60年バ後半から、新しいコミューン連な和利拾した∴せ一二言ういヒッピー冥

I司鰍・疏旋膏諌束とレ・「スウノ邑農高琵卑し！ヤマ′＼ポイコアト。遅あさ絶てヤア

竿裏か嬢実、板デス斗多の陳平へ、コ主－ン運動を千社んT話中。

常連、集団主義やその楕戎分子を蛮一化し種耐＝よって秩序ブ高咋てい揃。その

ためこうしてもセクト化し、異観もの両輪し圭親王義やエリート憲敬一ニ陥っ1∴前

衛の自爆航浸り　し勾ケハ在紐もないというここ（ニ勘）ます．塙端、竜某夜翠組織

という三種の耕暴一二よって、蛾霞と個性応手口和小Iこしてしまうのでず。そ仙乱獲柵

口かソトロ遁いあり弛んか種種知、諸校了生ていもい大和へ的蚤の直の

戦字とIaを丸ま色ん・前厄贅て　弓が・未だにこの石費並みの暦埋て拭っているの巧か

姻再訪です・このマクザ的親分手合学生的弼後輩、サラリーマン的上綻下役尊

どの関係性を、一刀両断‘こし鴫卑臥）、自己愛黄ばみ）を牽じん。

払鶴し舌、名人の個住宅沫殺すさこと塵、逆子彩・＝（訴う函宅急大同綱他の媒

寝相二郎よう私i和、札桜田主義摘花しています．／各人の発漢や操と、いれげ
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晋や合わ凹こして円陣を組み言厳しい現奏にナ涙しているのです。かれ一子弱志を差別す

る輿力主義や、樵能主義を批判し　各人が角うり未知寄る耶封生を採鵡乗る、機会均等

と、Iじ青山1て行くことてす〇百住もう約手も、ズブの素人てあり、杏奈鵬くら者の看たう

肩鵜’瞼人何から師との、会って行（↑3と小二30、、分や諦主摩「、載り上りつ、あ3．のra

コミューンもγしおその径廟　時的的余裕とフIレに生かしてレ、3裏目らて∵す．

遭．場としてのコミューン
既成社会の中に／全く異相の小集団社会と葎3ということI専「ア刀の他人てレイ言韻と

尊敬と平等の橘和よって　このように豊かで∴楽しい共同生糸が越えさのた。といな

かぺ手車錦絵、の雛型と示すことてあり、告発そのものを革命のチ役と目的′。して行く

最大の何題は帝石　というやつです。所有観念が石末文にすすすら束かつ，接章母吾

てす私郁夫産別夜と国壕主義が短の根漁てあり．㍉私と、私のもの、高根漁鋤垂知であ

り、破戒1詞の人類史の病根です
“娘布を一つにすること」これが　葺合的コミューンの根本扉別です．“実，二倍時空

（二飢える・のイ綾と団耗なくして　実日生浩一ユ不補とてす。破壊躾、マイネーム主義こそ

一員、／痕刀側の分断惇銘の厳島のヒットてナ

ノ分断と鄭iJからの窮放　そ勅、コミューン主義の理想であ3以上　分的差別Jyして来た

写植の鮮杖こそ、コミューン退勤最大の探題です。サ杜か依然として壕率、奇手の抑こ専

念しマレへ：膿少、そのつミ1－ン何ぞだ寄合以前という部丁です。男申l扉出会の坪で：毒

字種ルルて未に買値の、内徳化レ、イ本卸としてしまった無意武の腫城主表機能主義、7。

ライドか総括こかしぬi掘りまもんe野と寸の凋何位の委棄一着角也か7、一在天のな

葺合はこ八て司。

実印生活の最高課題I京大何軌条の面倒臭いこあります．戒の強へ低位的も岩看たら

が、鬼っ子合わせて生治して行くのですかう∴杏ふ尊く葛藤が生じまう．施群議肴や自

分の殻沸怠られたくmTlレンシスト一事、出て行くしかありません．このエゴとの洋かへ

菌を鴫－」と相互証し判を過しiての個の節体と変事少な二、着じつはコミューンのことで逆境

（ゲンス∵クリット語でアシェラマ）と呼ぶのて・す．

れ一石又、促利きの正使の縦、此処aて福神と腐イ李を堕露点二でしまった物質鵜丈

軸珂して、合一を頭巾て重く感轄匿、行動雷電の全てモ葺合、錦枚して、本末の

デ肋シーを結わ色、可能高級り物（こ仮帰し巧いチ逢ソの生活体制側のつマーシャ．L

t束巳う年もい大理に根毛張った生き方を探求して行くことZ一石．

この絶窮暁涙兄上iぜ紀は粟して布石す3のか？迫り乗る7．，レトニウム支離租

捉えるのか？」を、誰一人として詫坐れ両手柾、「と一石言え嫌うしか旦iきて当

のであり’自分の事前にこかわっている酸鴨場い。こと目しアシュラマ，諦うずの7号。
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（入）ナロードニキ
ドロップイン

個的斗手から低質疫帯へ、更に岡南柏哀れみの綻為を租んてい　それが掃殊、特定の仲

岡（二眼急事　し事実I刊本集団てある以上

一線を霞した反軍合切けものに購って

売血うーで　攻城住民計今の毒口中

ロ一ドニキLa Lrこ。／860等代

あらかしたブロードニキ連動の不溶は

伽．貰いかlつ、醒捻り美化Iこあっ王

宮合のために－ス回線がI〉嶋てみI）

l専∵棺差別の苦痛言∴　中耳3色覚．こ、

、なかし合いヒユートピア主意に絶ソ、牝‘威社会との

しまうで　しょう。

血縁宍（和布潮境の駿の中へ、つぐ‥1‾ンこしてナ

ロンで季命前夜（こ、重力兵のインテリなつIよ1て武

明ら州二勧又という新道11的荷札二村寸評在職の表

I二追．いありき色ム…

団結のためには大尽急戦が／辺事であ・）、そのためIこ

絶ソ示戒吾1あり、それi不、‾迩代言こよってもたち

コyLSの十十号の、う、プ同一ドニキー諸色イ称也イ1によ→て値略され　葛藤がドラマチッ7

（こ燃え上，ていう、‘現鴇，（二鳥どれ鴫‘7人1よや寧斜弟大波。そ、生み出す事は鎗末書きし。

寄合・色弱右記と（己歌の価値観から倫理観こ至る一ヴn、、C判判き　し、人秋が生休矧二新

しい社会と選ぼうと恵壊し、ヾ速く　親親裁i）、何処の馬の骨とも如才しぬアカの他人ミに

ょ　入手も倖硬を暦．じき比況です

合金・に火をつ113ことは、人民と指導し、啓姦し、油功し・組織しようiL寸言lこと∴子は

ぁりま一しん．この戦淀－不もラ時代色乱です。ブロードニキ母／命の球宏は‾現出、の混沌Iこ

拍車も小一1．解体を促し、r親子、兄弟の向へ剣を特・了込み（こやって未た」キリストのよ

うお花力士になって、箇らもませ斌社会との相互圧印こよ→て　館係、妥毒し、人民iこなりじ刀

って、助っ人がう斗争主体へと変か戒毒して行くことによ一・て・地獄斗享を”せ蒋印字

宣命Jlこ評急助として行くことです・　　　　　　　　へ．年子、さ

公雷同題こそ一己＿皮等I和ぐヾげして采吾申せe披虎姫斌一二、瞬えの霹塵のような“通有

の舌し人です．住民の多くIt∴過重の匂戒が生ずして、）で白ば牛、校勘」の若布＿　を自覚し、

人民意甑を植正す3の2ヾす．例も文事であれ、この近代の衝撃による／じの終り的、、血縁褒

何体拾壊へという看病は、彼の眼を外（こ句サブですItに白兎重圧嘱目ハ刀、うう当れ∴そ？高崎、叔強

化　γして束子こ粗璽たちの蜜金の涙が、彼の煩引去レ＼血と英の彼管へと兜I）立てるのです

郷に入りて郷㈱逆らう

反公電住民計等l二十年、母らす伺大小の献身のリーダーがいます。彼らけ烏や会を知り、公

営の恐ろしごと学び、殖一刀への准リIこ燃え　自己疎外か科験し、“近代短日二村狙免疫

を得に後、匂うの摸しって五っ蛇境に戦線務負いにのそう．

娘ちほ呼域のしき仁一）や壊、迷信や未久保動に対す3、合理的な反逆看てあり、黙々仁
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る正義愛でろ）、村落社会の綻完のためiこ旧　旧館然たる垂線共同明滅ユ会と梼程eel二解体・

凄寄すらことと憲実史LZU言きろ。このようは橋梁的場∵義人，のみ厄なくして、ナD－ド

ニキ葺合は不で晴らです．経ち毛へ稽凄しこ　として、良昏協力者として、Tロードニキ1調

うの理念と貫くので勺。て当市17れ巾、ブロード二幸ia坪域の清元努力に屈服、今切して

漬してしまってしよう・そしてそ乱して、、種刀の同／じ榛　こいつ俣与反動に転落しかり食う十二

ん言わで樽な　日本の村菜社会とは　天皇軌の悪の翌床なので司から。

ブロードニキ硝国人1、もく　コミューンてあることの販了は、この実でも十分発揮コ甲し

まる．個人であれば、単五急峻鹿毛として村八分にされ、合印爪立されか外でいうズ泡にあ

っても・衆目としてのカと碕乙てい3場合車重渡島未もし、ので弓eヨン肴として、行動以

前に布石そのものか、十分IこスキャンケILGのですから　さ、いちキ1年衝に従うべ言上どす

が　一員印i和好国として主体的すみもペ　Tで∴印う「包含たつ一貫∴、天皇と天皇刷言こ

町中　…敵対者で‾あっ」ここを、栄一こ公然としてあくことて可o

ナロート＝キの至上命吟は「人民のハ一再撃て！儀彊宛得せよ！」でづ∴　年弱

ユ生存のつ両人南東【こきれて老骨人民l専∵ケチ臭さとひめくれ、i内借化していき

和、う、（吾人のちょっとでも権威のいたものもうらつかやWL－ネすぐ仮面をつ‘つてし3日一

書す。伸I乙理論によっててあ八　煮施しにものや　劾生的札紀は警戒すまそしよう．偉頼

i了璃にら（†の裡大円r二一千が得られ理香輿おのです
“百錬錬磨の紬崎可胤試碁はこれしか　つつ　拘れやや　舎難文ではなく、日でnI壬糸と計今

と透して「乏毎朝同約の者肩の原図てある」ことを央暦し合い焦ら石板軋：、奏の

何1㌧飾ってめる天童一旗の写巌を　その壕の主か日生的に振りはすす舌で∴肋チ和一74時尊

も－）までノ）。そこきて行く手のiこi己お互いが生産に不可夜の存在I：鼠3こと「生産業1日

僑」という邪しいi訓え引下って行くことです
“辱厳‖二して、かにすう、なれ的砂拭、嬰義でも「常に留金を勘定に入れず、ラたして

終らず、爾一二も頂けず」気軽（こ岡部頼めて、計ら弓も手にし干物で弟足し、祭・ノごとには夢

中（こもって人と実直甘言沈いと鴨のJずイソイソじして蛍掛けて行く、ナロード二千はその

ようも人に戎ら廊す務まりません。

新しい、そして最後の牽合l己特定のイテオiつヤーiこ塞いて、予めプログラミング℃凡

手斗予路線1二、人民も組織、純一し　行動こすことZ・けおく、イデオロギーやヴィジョン

の相豆を越えて「岡毛木、アナ知り直写なのだ、甑涯はちかっても、裁qiで同じ虚カと戦

っている同定鴨の「ご」という目覚めを　人民の　に浸透　ぺこて行くことか　停まi）的．

腫刀の跨げも余聞に甑に対す接遇乏しと、貢再的咄会いを血してや．て行くのです．

人生て農も芙しいことia、っ鴨が）を碍つ、というこて。未知那珂急と、大理と、究

Li亭底と・神崎・思すラビ、人民と、丸亀角と、つげ示）と掃うということです7．ソ

ミラ不一サと一事そ出しで‘み）凍都と一事小文勘こよる命雅子吋する“寛職のつなが生の

徳治、囚徒以外の何めてもありまじん．
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境域）のつながり

弱肉綬食通石生確の主物詐純化一事、ヒトとの意識的生物二至って．スト77o勅、

かリaLr二。寡々rl　生物部周布海食の高橋てあ　本能という、稀在意識の発カサ碕旭に逆

ら7て、憲織i稲築婦の摂理に夏季を追っ手のZ・す。否、紅と棋聖の恢泉てる3ことか弓の

解放毘動じず。三雲忠や耕邑り生命定に見るごと（一つの姪かあまり（二も希釈思菅を瑳

遵3℃　単一繁栄ずるく、ついには滅亡してしまいます。人面中（じ主義の単一文化証∴椿

力売旬のオクロ7ェl）ヤi：変貌して行くやえんて句。

弱者を搾取し、破戒ですことは強電諦芭減とも急派しきす‘生きとし電工Tこもの上村す

う思いやりと相即細か、基本とけさよう鴫∵色合実印卒、を、“進化上彊載し碕姉

の萄・人類は忍屋呼球に現れに最新の　そして最後の、、種主Z・み）、進化の輪を兇黙す

34塩と廊両者に　彼寝ず3力毛も持ってい言う。境域こそ広創昆生の賭il全の冶ゝてヾう。

憲職か．ICが　従い和　知尊か、忍解か子吉，うう㍉iも6日舌、一せるも6）、今根も顕へて，

あり　生きこし生白3ものia戎引綱色であら」としへつ、、っなバリの魚舟屋、に逢した8才，

せ乳専売戒するのZ‘可。要の乎允と｛不それ以恒なく、敬一ここの至烏麦まで戦い加、掠

る（こ、平和一事青いの1す．平れ平和と軽々しく言う連中と疑れ恥揃う鴫い中之んです。

寄合打て“拷定の辛緒言列もな暴動、パニック、7一チターとの工事熊て哩。、

社会淘I雇の安寧でもみ）尋色ん．乙川尊全人類的な無知薬咽からの畠′達の、進化の旭寅1

み唯窮織実妹での∴現租釣手畝の戦直のですoそ恒一食とエゴ∴自由と衆縛、

この板塀的五拭いで空ことかう弟と悪魔との内訳こいニ㍉梱勧現在言夢見でせ

てくれ合う〇二の、‘碍元と母乳3、という終れそ　人頭がその威動向手動きてあらア

聴雇を瑞継にし言退化どじで秘卑し互助巳の巌乞端ものでう。

「入内は噴ゲラ師表のつま痛い存在か？しかし人面匠《†八神巧郎ことが珪素孔

と電着は言う。で面可逆に坪と夢見るのか？虫ゲラ1線の人民の中i二です。この日婁ゲラの

ようも人民一二対す3輿翰宋々1珂‡奇Iじのも当人I和み、李命人にくふなγしまも人、ヒトとい

う卒が謹糠物の、生京王きし利こうんでル即吟、その中英しみと悲し牛を嶋夙しめ

られ高い人同一も／く民に〝近事、ワ共成明電を締まこじがあえ印からです

美風電織を…＼にして普遍i二鳥か葺合幾化して行くか。それバブ。－ド。牛の彼と

こうでか）、それと印可に、せ栗谷遇で戦っていつ急追的牢令息磯とつけが－？、人民職

級の巨大穐え、汗ワ一7台綺試して行くこと萄oブロードニキ爪形載ゲリラ軍の球亡

であると剛毛IC、そyLを頁吸う　酸の戦列とも組織して行か加七なi）までん。

万石両柳によう帝国主知対して世界各地て穀税法で、公在宅諦公魚と敬子

てい3日もたちを分所孤立化亡で互いに夕月二、嘩一二アンケーブ、ランドの連帯と印書の締

る宏一で、本物の滑る希　うの聾聾　に再幻項年貢理を覆し　まやかしを着放し毒し一丁色

なし年信勧和紀確立しかブ血でなりまαレ∴私こしう戦う梱テしな　血も衆も7いコン

ピューター（こよって人民と序理し・7両二ウムによって姉己を企む犯人鴨のZ・初、う。

（14）



人民に封する三終
「充と人民かいる眼i）、大丈夫「こ」と言って小王国中正道が∴聴音には「人民穀とその

イ華人がいる眼－）」と言い変をたどとIa、彼の定職のラティかlしな載段と、ブロードニキ

の根本碩理色物繕っています．私にらが、、血むら亀城、の独序か引地し、人民という普

遍的更元に連するた卵ニー己人尿榛の付き人　召條し、CLZの佳抗争公を色めく抽I）まと

んe宴，禽二日覚めた大仏財二島高上た夕日二重菩薩と車滅私寧公の姉的高専もようl二

宮壷もる一日∴　連すす　ためIこI専「ゐひた旧土人私は召使い。という、二元論約7。De．ス

毛細のです。人民こそ（議蒜で柾ギ映トでみ）、た蓮に白人て丘，÷嫌寸前の播蕉

エネルギーでみ）・ヨガて七つ‘眠れ3毒死クエダリ一二であi）、文化の創造謝金でaI）、

節校へのウェクLILです。この神聖尊工和しギ一〇人民力学、に対す自書伽なくして，な

百合は琴芝よことろう不可能です．

瓦碓力側の弱喪は　景教を等閑にし、放っTこらかLi二してい3ため、程刀側の捏造した
‘、白み板目二、国民の廟Pが狂わされ東殺IJを剥く研げしっ放し1こしていき臭です。墜東

の硯こあ諸相涼放l両部、真正の人民泉教を復興ごどbL、限り、舌戦の牲中二勝てま

せん。1台仰（舌最大の刀7、百。「今まで神を信じ粛し、着は重油輸意と言小爪に　しかし新し

い東和太白乙と催し印南を重科治ると去っ員外が乗数学舎の穣折。

さて　人民従の月主人としての飼試《こ徹す3ことによ「て、自ら新し小包知性組ま

で。”自我一房疫　至大も人民の缶のコ、やか粛波－こすざませんが、れI嬬服の過去かう

短刀の芹辺を競い縁・1・梧浮と恥、て表表へ向の、う不滅の工かしキーのヾ鬼瓦であ3」

この色覚一己マスソサエティの中ての何句連帯、友豆うま合い別1へ台、Vrt Lか鴨の、，

臼白菜の対人同条一二、少しうつネ可庭的な安寧と加えて行うまう。人民戦線という巨大甘

え・／トワーク一二分（73、、風イ束華腫上として、自己を確報して行くことくす対人圏魚之も反

桓刀という復員かつ再確謁馬橋卸して行くしかか）までん．、、和↑かえのはし同志‖ご

まをVn、戎I）合うのでみこの時・笛執事人民に対し1対等です租を覆透、相和由に

より、亀城か人民iこ止揚で凡て行くこの鶉映一え輪「あなたは全て、私はその一部分，を

経て、匂覚は最高の没略、ネニーえノ輪i二重しまう。
「／貧しく、雇けら植えた人民こそくす神Zか）・都亘は窯急性の中i二重たす3“払て

ある〇二の∵払・和Tか至鳥唯一の実売でか）、他の一C猶時の中に現象訪3第惹、虚与

にすぎ京い・清心くして波は巧く、地的くして都市博尊く、人民けくして権力は存在し

えTjい。人民こそ一端小生1神あゾ、元掩えて人民は無く、えの内Iこ、外iこ　缶勧3

のけたヾ入組める〇人鼠こそ原料の喜びでか）、悲しなずみ3．か重り、若布でが。

白田でか）、謙辞め30借りであり・迩硝みさo輪坦すみ）輪坦（二村する種子あ3．

1裾であ）、色覚で邪。永速の喪元であり、知恵であり、液霜で邦．そうだノえー工

人良だ！私13人Rt．′人民に騰糾モノ　主よ〃

新郎。07沖五日　無我知遇場

、li－


